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【目的】
一側難聴者のために CROS補聴器が用いられる。今回、RIC補聴器のレシーバを延長した新発想 CROS
補聴器（EHIME : Extend―wired Hearing Instrument for Mono―hearing Ear）を使用するにあたり、音源
定位と、音源定位に関する学習の効果について検討した。
【方法】
防音室内に被験者の耳の高さで 30度づつ 12個のスピーカを環状に設置した。任意の 1個のスピーカか

らホワイトノイズを提示し、その音源をスピーカ番号で応答させる実験を行った。各スピーカからはラン
ダムに検査音を 5回提示した。裸耳条件（補聴器非装用時）と補聴器装用条件について、それぞれスピー
カからの音提示後にスピーカ位置を光で提示する学習を行う学習前条件と学習後条件の 4条件を設けた。
対象は、成人一側難聴者 5名（うち、必要場面で CROS補聴器を使用している者 2名、使用していない
者 3名）、対照群として、成人両側健聴者 3名である。
【結果】
以下、数字は誤りの範囲（角度）である。両側健聴 学習前 5．0、学習後 1．2。
一側難聴 裸耳学習前 39．7、学習後 35．6。装用下学習前 67．6、学習後 55．6。
一側難聴 難聴耳側 54．1、健聴耳側 21．8。

【結論】
一側難聴者は両側健聴者より音源定位が困難であった。一側難聴者は難聴耳側と健聴耳側とでは有意に

健聴耳側の音源定位が良好であった。一側難聴者は CROS補聴器の装用により音源定位は有意により困
難になった。CROS補聴器装用下で学習を行うと、短時間の簡単な学習であっても、有意に音源定位が向
上した。CROS補聴器により音源定位がより困難となるにも関わらず、CROS補聴器を継続使用するケー
スがある。このことより、CROS補聴器の装用効果は、音源定位より他の効果、例えば、雑音下の聴取の
向上など他の効果を評価する必要があることがわかった。
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